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大規模災害時廃棄物対策北海道ブロック協議会

第２回連携強化ワーキンググループ
意見交換



自己紹介
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①班内で自己紹介をお願いします
• 所属
• 氏名
• 普段の業務概要
• 被災地での経験の有無 など

議題①のご説明の後、ブレイクアウトルームに切り替わります。
意見交換終了後、自動的にメインルームに戻ります。待機ください。

※退出をクリックすると会議全体から退出してしまうのでご注意ください

②自己紹介終了後、
意見交換のファシリテーター、発表者を決めてください

内容 目安時間

自己紹介 5分

フェーズ整理 25分（14:25まで）

体制構築検討 25分（14:50まで）

発表 各班3分

タイムスケジュール



支援が必要となるフェーズの整理 3

意見交換の進め方
①【個人ワーク】意見をチャットに書き込んでください（５分程度）
②【グループワーク】班内の意見を共有し、課題を整理してください（20分程度）

 支援が必要となるフェーズの抽出・意見交換
• 支援-受援体制の構築のため、自市町村が被災した際に支援が必要になると想定

されるフェーズと内容を具体的に抽出してください（次頁参照）。
• 事業者の方は、自身の事業範囲で支援できる事項について、可能な限り詳細に記

載ください。
• 抽出した事項について意見交換し、時系列に整理してください。

出典：「災害廃棄物対策指針（改定版）」（平成30年3月、環境省）



参考）初動期（発災後数日間）～応急対応前半期（～3週間程度）における
災害廃棄物処理における主な実施事項
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出典：「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き」（令和3年3月、環境省）



支援-受援体制の構築の検討
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• 支援-受援体制の構築のため、先ほど整理した支援が必要な事項について、
支援要請先を抽出してください。事業者の方の支援できる事項についての
マッチングもお願いいたします。

• 支援要請先の抽出ができたら、支援-受援の成立のために必要な実施項目
も併せて整理してください。

• 整理の際には、第1回WGで検討した「関係者との連携に関する課題・解決策
（資料1のp.4-5）」を参照してください。

意見交換の進め方
①【個人ワーク】意見をチャットに書き込んでください（５分程度）
②【グループワーク】班内の意見を共有し取りまとめ、発表者を決めてくだ
さい（20分程度）

意見交換後、メインルームに切り替わります。そのまま待機ください。
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